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いた色素増感太陽電池による高小連携工莱ルギニ教育教材歪開発
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躙晶をJIいた太薗鵡糖叫爾魔
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新型コロナウイルス感染拡大に伴う緊
急事態宜言が解除された5月下旬、分散
登校が始まった京都市立京都工学院高
等学校サイエンスクラプの部室には部員
たちが集まっていた。指祁教員の松田拓

ー一未教諭は 「私は何も指示していません。
自主的に今後のことなどを話し合ってい
ます」と言う。自粛期間中も、部員たちは
自主的にオンライン会議をしていたが、

直部長の福田康貨さんは「リモ ー トでは話
し合いに張り合いがない」 と宣言解除を
待望していた。

グループ

そんなサイエンスクラプ は 「生物G」
「情報G」「数学G」など分野別に活動グル ープ
が分かれており、各グル ープが 研究テーマをプ
レゼンして予算を獲得するという、研究機関さ
ながらのシステムを採用している。

●実施担当
松田拓未教諭

●活動のモットー

生徒たちのやりたいことを全力でサ
ポー トする。各種助成金などに申請し
て、活動の幅を広げるための予算を獲
得することも大事なサポー トのひとつ。

馴量i：I』g-

， ラグビーで有名な京都市立伏見工業秘校と京都市

C
立洛陽工業甜校が統合再編して2016年に1月校。進

し 学型の理数科とエンジニア育成の工学科がある。
設 立：2016年
生徒数：712人
所在地：京都府京都市伏見区深草西出山町23

また、月例の活動報告会を開き、他グ
ル ー プからの質疑応答も行う。これらは
「他の部活と異なりグル ー プごと に活動
がバラバラなので、部の一体感を持たせ
る目的もあります 」（松田教諭）という。

昨年からは、「有機化学G」「無機材料
G」「技術開発G」の3グル ープにまたが
る色素増感太陽電池の 研究も始動。そ
れぞれ有機化学Gは京野菜の賀茂ナス
からの色素抽出を、無機材料Gは負極

．｀となる酸化チタン薄膜の形成を、技術開
発Gは各種実験器具の開発を分担した
ほか、部を挙げて小学生向けの科学教
室も迎営し、一体感はより高まった。

そんな状況に水を差す 緊急事態宣言 だった
が、副部長の中村百那さんたちが「いか に普
段の環境が恵まれていたか、どれほど先生や
他の部員に頼っていたかを再認識した」と自
粛期間をふり返るように、部の団結力は強まっ
ているようだ。

（令和2年度プログラム助成）

この活動は，中谷医工計測技術振興財団の「科学教育振興助成」により行われています。
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① i雲恥1技術振興財団〒141-0032東京都品川区大崎l丁目2番2号アー トヴィレッジ大崎セントラルタワー8階
シスメックス株式会社創立者の故中谷太郎氏が私財を投じて設立。医工計測技術分野の発展を願い ， 「中谷賞」をはじめ各種研究助成 ， 若手研究者
支援や国際交流事業を展開。さらにすそ野拡大のため科学教育振興活動などに対し ， 幅広い助成事業を行っています。 1 中谷財団 H豆伝ぶぷ ＋ 
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